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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 術中に心内短絡を検出し定量できる方法があれば，

心内中隔欠損閉鎖術後の遺残短絡の検索に応用でぎ

る．そこで温度希釈法を利用した測定方法を考案し，

測定装置を試作した．この研究では本法の正確さと有

用性を基礎実験および臨床応用を通して検討した，

 方法

 装置は，店先にサーミスターを植え込んだサーミス

ター針（TN）と，これに接続する2チャンネルの温度

希釈曲線記録計からなる，TNを主肺動脈に穿刺挿入

し，冷水を右房ついで右肺静脈に急速注入して得られ

た2つの温度希釈曲線から左一右短絡率を算出する方

法を1点記録法とした．上行大動脈と主肺動脈にTN

を穿刺し，右肺静脈に冷水を注入して同様に短絡率を

出す方法を2点記録法とした．ローラーポンプと

チューブで作製した短絡を有する模擬循環回路におけ

る実験では，短絡量を種々に変化させて温度希釈法を

おこない，電磁流量計による短絡率と比較した．動物

実験では，雑種成犬6頭において左室心尖部から右室

流出路に短絡路を設け，上と同様に短絡量を変化させ

て温度希釈法と電磁流量計の結果とを比較した．臨床

例では，左一鞭心内短絡を有する！9症例において手術

時開胸した時点で温度希釈法をおこなった．1点記録

法を用いたもの13例，2点記録法を用いたもの6例で

あった．この結果と術前のカテーテル検査による短絡

率とを比較した．

 結果

 模擬循環回路における定量実験では，温度希釈法と

電磁流量計の結果との間にr＝0．973（1点記録法）お

よびr＝0．972（2点記録法）の相関が認められた．動

物実験では，それぞれr＝0，925，およびr＝0．935の相

関がみられた．臨床例では，術前のカテーテル検査結

果との間にr＝0．830の相関が認められた．

 考案

 術中の遺残短絡検査法としては，その有無を調べる

だけでは不十分で，その量すなわち短絡率がわからな

けれぽならない．従来からの方法としてはOxymetry

法と色素希釈法があるが，両者とも術中使用する場合

には不正確になりやすい．これに対して本法は通常の

希釈法と異なり，短絡による曲線を独立して描出させ

るため非常に鋭敏で正確である．模擬循環回路実験で

は10％前後の微小短絡でも正確な測定が可能であっ

た．本法の長所は結果が容易に誰にでもすく咄せるこ

と，くり返し測定が可能でしかも患者に悪影響がない

ことである．これまで本法により2例の患者に多量の

遺残短絡を発見したため，心内修復を追加し，欠損の

完全閉鎖ができた．

 結語

 本法は術中の心内短絡定量法として臨床的に有用で

あると考えられた．
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論 文 審 査 の 要 旨

 開心術による心内修復において，欠損孔閉鎖は基本的な外科手技である．しかし中等量以上の短絡

が遺残したときは，心内修復術は不成功で再手術を必要とし，したがって遺残短絡の検出と定量はき

わめて大切である．

 本研究は温度希釈法を利用した短絡の測定方法を新たに考案し，測定装置を試作し，模擬循環回路

を用いて精度の検定を行なったものである．その結果よい相関が得られたため，臨床応用が開始され

ている，価値の高い研究である．
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